レジンモノマーがアジュバントとしてニッケルアレルギーを促進する by 坂東  加南
Resin Monomers Act as Adjuvants in Ni-Induced
Allergic Dermatitis in Mice




 論 文 内 容 要 旨 
                 氏 名 坂東 加南 
【背景および目的】レジンモノマ  ー(RM) が原因とされる接触過敏症がしばしば報告されている．歯科医療
従事者では，皮膚疾患の 64 % は RMが原因だったとの報告もある．しかし, RMのアレルゲンとしての強さは
極めて弱く, マウスモデル確立の報告はない. 種々の起炎物質がニッケル (Ni) アレルギーの成立を促進す
ることを報告している. RMは刺激性・起炎性が強いことから, 他の抗原によるアレルギーを促進する可能性を
想定し，歯科材料アレルゲンとして, Niを用いて検討した． 
【試料および方法】 RMとしてmethyl methacrylate (MMA), 2-hydroxyethyl MA (HEMA) を用いた．Niアレ
ルギーは, 感作処理として NiCl2と RMを含む溶液を腹腔 (0.25 ml/mouse) に注射し, 10 日後, NiCl2を耳介
皮内にチャレンジ(20 l/ear)した． 
【結果】1. RMの炎症作用 
RMsは，塗布によって炎症を誘導しなかったが，皮内投与では，1.5 % MMA, 5 % HEMA以上で炎症を誘導した． 
2. Niアレルギーに対する RMs のアジュバント効果 
Ni 単独 (0.5 mM) では，感作は成立しなかったが，0.5 mM Ni + 1 % MMA または 0.5 mM Ni + 1 % HEMA で
は，感作が成立した．組織所見では，感作マウスは，非感作マウスと比較して，血管拡張および浮腫が認めら
れた. 
    3. 感作相・惹起相における RMs の アレルギー誘導最小 Ni 濃度に対する効果 
    感作相において，Ni単独では，感作成立に，10 mM Niが必要であるが，1 % MMAを併用することで，5 µM Ni，  
  1 % HEMAを併用することで，50 µM Ni に低下した．惹起相においては，Ni 単独では，炎症の誘導に，10 µM Ni  
  が必要であるが，1 % MMA を併用することで，10 nM Ni，1 % HEMAを併用することで，100 nM Ni に減少した． 
4. RMs によるアジュバント効果における IL-1 とマクロファージの関与 




ジュバント” として誘導されるアレルギーが “レジンアレルギー” と見なされる可能性がある． 
 
 
